ソフトウェアメトリクスに関する調査票

2008年度ver.1


ピンクの問いには必ず回答をお願いします。黄色の問いにはできる限り記入してください。調査票のそれ以外の問いも分析の精度を高めるため、できる限り記入をお願いいたします。
Q1 利用局面

Q1.1  業務種別
開発アプリケーションの対象とする業務の種類を選択ください。（複数選択可）

1.経営・企画  

　　　2.会計・経理 

　　　　　3.営業・販売 

4.生産・物流 

5.人事・厚生 

6.管理一般 

　　　7.総務・一般事務 
　　　　　8.研究・開発

 9.技術・制御 

10.マスター管理 

11.受注・発注・在庫 

　　　12.物流管理 

　　　　　13.外部業者管理 
14.約定・受渡 

15.顧客管理 

16.商品計画（管理する対象商品別） 　17.商品管理（管理する対象商品別） 18.施設・設備（店舗） 
19.情報分析

20.その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　

Q1.2  要件決定者の人数

要求仕様定義における実質的なキーマン（要件決定者）の人数を記入ください。　
　　
純ユーザ部門
（　　　　　　　　　　　　　　　）人

システム部門
（　　　　　　　　　　　　　　　）人

Q1.3  対象端末数

開発システムに接続する端末数を記入ください。

1. 特定ユーザの特定端末からの使用を想定しているため利用できる端末には制限がある・・・・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　台

2. WEBによるECサイト等不特定多数ユーザ向けであり利用できる端末に制限はない

Q2  システム特性・開発方法論

[image: image1.emf]パッケージ内訳 コンサル費用 パッケージ本体費用 ｶｽﾀﾏｲｽﾞ・ｱﾄﾞｵﾝ費用

計画値 万円　　 万円　　 万円　　

実績値 万円　　 万円　　 万円　　

Q2.1　開発種別
プロジェクトの開発種別注を選択ください。

1.　新規開発　　　　　　　　2.　再開発・改修

Q2.2　新規作成する成果物の割合
プロジェクトの成果物を作成する上で、ゼロから新規作成したもの、既存のものを利用（コピー＆モディファイ等）して作成したもの、および、既存のものをそのまま変更せずに使用したもの注１の割合（成果物の割合）をそれぞれ記入ください。成果物の割合は、合計が１００％になるように、ドキュメントとプログラムソースコードに分けて記入ください。
	
	ドキュメント
	プログラム

	新規作成
	％
	％

	既存のものを利用して作成
	％
	％

	既存のものをそのまま使用　注1
	％
	％

	合計
	１００　％
	１００　％


注1：コピーするだけで全く手を加えない成果物

Q2.3　業務パッケージを利用しての開発
業務パッケージ注を利用しての開発であったか否かを選択ください。

1.　　Yes　　　　　　　　2.　No


住民基本台帳ネットワーク等の共通基盤を使っているときにはYes
Q2.4　パッケージの名称
Q2.3　がYesの場合の質問です。Noの場合は次の設問にお進みください。

利用したパッケージの名称を記入ください。

　パッケージ名称
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

住民基本台帳ネットワーク等の共通基盤を使っているときにはここに記入
　パッケージ本体、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ費用等の内訳は、後述設問「Q3.5　体制・工期・工数・コスト 」において、「表2-2．パッケージ予算内訳」に記入ください。

Q2.5　開発プラットフォーム
開発したシステムのＯＳを選択ください。クライアントとサーバが異なる場合はサーバのＯＳを選択ください。（複数選択可）

1.　ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ　　　　　2.　オフコン　　　　　3.　UNIX　　　　　4.　Windows　　　　　5.　ＬＩＮＵＸ　　　　　6.その他（　　　　　　）




Q2.6　システムアーキテクチャ
開発したシステムのアーキテクチャを選択ください。（複数選択可）

1.　汎用機アーキテクチャ　　　2.　Ｃ／Ｓアーキテクチャ　　　3.　WEBシステム　　　4.スタンドアロンシステム　　　5.その他（　　　　　　　　　　　）


Q2.7　ＤＢＭＳ
開発において使用したＤＢＭＳを選択ください。使用していない場合には「なし」を選択ください。（複数選択可）

1.Oracle　　　　2.SQL Server　　　　3.PostgreSQL　　　　4.MySQL　　　　5.Sybase　　　　6.Informix 
7.ISAM　　　　　8.DB2・UDB　　　　　9.Access　　　　　　　10.HiRDB　　　11.IMS　　　　　　12.その他DB（    　　     ）
13.なし
Q2.8　ケースツールの利用（コードジェネレータを含む）
開発においてケースツールを使用したしたか否かを選択し、利用した場合はその名称を記入ください。

1. 利用した　　　　　　　　　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2.　利用していない

Q2.9　開発ライフサイクルモデル

開発において使用したライフサイクルモデルについて選択ください。反復型の場合には、繰り返し数の実績値を記入ください。

1.ウオーターフォール型 

2.反復型（　 
）回
 　　　3.U字型開発注　　　　　　　　　　　4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）



注）U字型開発の詳細については、「ユーザ企業向けソフトウェアメトリックス調査報告書2005年度版」をご参照ください。

Q2.10　開発方法論
開発において使用した開発方法論を選択ください。（複数選択可）使用していない場合は「なし」を選択ください。

1.構造化分析設計 

2.オブジェクト指向分析設計
　　3.データ中心アプローチ
4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
5.なし

Q2.1１　リスクマネジメント
開発においてリスクのマネジメントを実施したか否かについて選択ください。

1.リスクマネジメントを実施した
2. リスクマネジメントは実施しなかった
Q2.12　リスク評価の実施時期
Q2.11で　1. .リスクマネジメントを実施した　と回答した場合に選択ください。
Q2.12.1　プロジェクト開始前のリスク評価
プロジェクト開始前にリスクの評価をしたか否か選択ください。
1.リスクの評価を実施した
2. リスクの評価は実施しなかった

Q2.12.2　プロジェクト開始時のリスク評価
プロジェクト開始時にリスクの評価をしたか否か選択ください。
1.リスクの評価を実施した
2. リスクの評価は実施しなかった
Q2.12.3　プロジェクト期間中のリスク評価
プロジェクト期間中リスクの評価をしたか否か選択ください。
1.リスクの評価を実施した
2. リスクの評価は実施しなかった
Q3　規模・工期・工数・コスト

Q3.1　ＦＰ値（FP かQ3.3のSLOCかのどちらかを記入）
計画、実績のFP値を記入ください。計画値は、実行予算確定時、実績は開発完了後の値を記入ください。　　　　　　　　　　　　　　　　注：ＦＰ値は、調整係数適用前の数値をご記入下さい。

	項目
	計画/実績
	ＦＰ値

	ＦＰ値注

	計画
	

	
	実績
	


Q3.2　ＦＰの計測手法
FPの計測手法を選択ください。

1.　IFPUG　　　2.SPR　　　3.　MKII　　　4.　NESMA試算　　　5. NESMA概算　　　6.COSMIC-FFP　　　7.自社基準　　　8.その他（　　　　　　　　　　　）

Q3.3　言語別SLOC値・プログラム本数（SLOCかQ3.1のFPのどちらかを記入）
主たる開発言語（および開発ツール）を、規模の大きい順番に最大３つまで選択し、システムのSLOC値（Source Line Of Code） 、プログラム本数について記入ください。
　COPY文等コピー機能を使用している場合、SLOCは展開前の値を記入してください。計測が困難な場合には、「不明」と記入ください。　注：計画時とは実行予算確定時、実績は開発完了時を指します。
　SLOCの記入値にコメント行および空行を含むかどうかに関しても記入ください。
	　言語
	計画値
	実績値
	　SLOC値にコメント行を
	　SLOC値に空行を

	
	SLOC値
	プログラム本数
	SLOC値
	プログラム本数
	
	

	（　　　　　　　　　）
	
	
	
	
	1.含む　　2.含まない
	1.含む　　2.含まない

	（　　　　　　　　　）
	
	
	
	
	1.含む　　2.含まない
	1.含む　　2.含まない

	（　　　　　　　　　）
	
	
	
	
	1.含む　　2.含まない
	1.含む　　2.含まない

	合計
	
	
	
	
	1.含む　　2.含まない
	1.含む　　2.含まない


開発言語は以下の中から番号で選択ください。

1. COBOL 
2.C（Pro*C，C++，Visual C++，C#等含む）

3.VB(Excel (VBA)，Visual Basic.NET等含む)



4. PL/SQL
5. Java

6. HTML　　　　　7.その他言語（　　　　　　　　　　）

Q3.4　ＤＢ、画面、帳票、バッチ数
システムのファイル数、画面数注１、帳票数注２、バッチ数注３を記入ください。

計画と実績に分けて記入ください。

ファイル数　　　
計画時注（　　　　　　　　　）　　　　実績時（　　　　　　　　）

画面数　　　　　
計画時　（　　　　　　　　　）　　　　実績時（　　　　　　　　）

帳票数　　　　
計画時　（　　　　　　　　　）　　　　実績時（　　　　　　　　）

バッチ数

計画時　（　　　　　　　　　）　　　　実績時（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　注：計画時とは予算を確定した時期を指します。


　　　

Q3.5　体制・工期・工数・コスト（できる範囲で記入）
プロジェクトの体制・工期・工数・コストの概要について下表（表2-1）に記入ください。　
Q2.9で「反復型」と回答した場合、工期、工数、コストのフェーズ別詳細には、記入しなくて結構です。

	　　　　　分類
	　　　　　　　　　　　　　　項目
	　　　　　　　　　計画/実績
	プロジェクト全体
	フェーズ別詳細注１

	
	
	
	プロジェクト合計
	フェーズ共通
	要件定義
	設計
	実装
	テスト
	フォロー

	　　　　　契約形態
開発体制
	開発体制（社内/外注）注2
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	
	要件決定者ｿﾌﾄｳｪｱ経験注3
	実績
	
	
	　
	　
	　
	　
	　

	
	要件決定者関与度注4
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	
	要求仕様の明確さ注5
	実績
	
	
	　
	　
	　
	　
	　

	
	要求仕様変更発生注6
	実績
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　工期注7
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時期/工期
	　　　　　計画
	　　　時期
	年　　　月
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	～
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	年　　　月
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	工期
	　　　　月
	
	　　　　月
	　　　　月
	　　　　月
	　　　　月
	　　　　月

	
	
	　　　　実績
	　　　時期
	年　　　月
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	～
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	年　　　月
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	工期
	　　　　月
	　
	　　　　月
	　　　　月
	　　　　月
	　　　　月
	　　　　月

	　　　　　　工数注7
	開発工数注8
	計画
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月

	
	
	実績
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月

	
	管理工数注8
	計画
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月

	
	
	実績
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月

	
	その他実績工数注8
	実績
	　　　　人月
	　　　　人月
	　
	　
	　
	　
	　

	
	レビュー工数(内数)
	実績
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月
	　　　　人月

	　　　　　　コスト
	予算注9
	計画
	　　万円　　
	　　　　　
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円

	
	
	実績
	　　万円
	　　　　　
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円

	
	外注コスト
	計画
	　　　万円※1
	　　　　　
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円

	
	
	実績
	　　　万円※2
	　　　　　
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円
	　　　　万円






Q3.6　システム企画工程
システムの企画フェーズ、即ちQ3.5　表2に記入頂いた要件定義工程以前のフェーズの内容についてご記入ください。

Q3.6.1　システムの企画フェーズで発生した工数について把握している場合は記入ください。
  システム企画工程の工数　（　　　　　　　　　　　　　　）人月　
Q3.6.2　QCDについてのプライオリティー
システム企画段階で、当該システム開発でQCDのどれを優先するかにつき、優先順位付をしましたか？

1.　優先順位をつけなかった　　2.　品質を最優先に企画した　 3.　ｺｽﾄ（価格）を抑えることを最優先に企画した　  4.　.納期を厳守する事を最優先に企画した
Q3.7　要求仕様変更理由
1． 開発過程で、要求仕様に変更が生じた場合の質問です。変更が生じた理由と思われるものを選択ください。主たるもの上位３項目を選び順位をご記入ください。
　変更が生じていない場合は次の設問にお進みください。

1．詳細検討の結果（　　　）　　2．ベンダーからの情報提供に基づく機能の追加・変更（　　　）　　3．リーダー・担当者の変更による変更（　　　）　　
4．開発期間中に、制度・ルールなどが変化（　　　）　5．コンペティター等の出現による機能追加が必須となり変更（　　　）　　6．予算の制約による変更（　　　）
7．表現力（文章力）の不足（　　　）　　8.納期の制約により諦めた（　　　）　9.その他（　　　）
　

Q4　信頼性
プロジェクトの信頼性について下表（表３）に記入ください。

	フェーズ別詳細注1
	要件定義
	設計
	実装
	テスト
	フォロー
（運用１ヵ月後）

	
	
	
	
	ベンダー内
	顧客側
	

	レビュー注2回数
	
	
	
	
	
	

	レビュー指摘数
	
	
	
	
	
	

	テストケース数
	
	
	
	
	
	

	報告不具合件数注3（大）
	
	
	
	
	
	

	報告不具合件数（中）
	
	
	
	
	
	

	報告不具合件数（小）
	
	
	
	
	
	

	発生不具合件数（合計）
	
	
	
	
	
	




Q5　PMスキル
PMの持つスキルについて下表（表４）に記入ください。


	
	ユーザ側
	ベンダ側

	PMのスキル注１
	
	

	PMの業務精通度注2
	
	

	PMのシステム技術精通度注3
	
	


注1：PMのスキルについて以下から選択ください。
　　（1.多数の中・大規模プロジェクトの管理を経験　　 2.少数の中・大規模プロジェクトの管理を経験　 　3.多数の小・中規模プロジェクトの管理を経験　　 4.少数の小・中規模プロジェクトの管理を経験

5.プロジェクト管理の経験なし）
注2：PMがシステム化対象業務に精通していたかについて以下から選択ください。　
　　（1.十分精通していた　　　　2. ある程度のレベルまでは精通していた　　　　3.精通していたとはいえない　　　　4.全く経験も知識もなかった）

注3：PMが開発システムのシステム技術に精通していたかについて以下から選択ください。　
　　（1.十分精通していた　　　　2. ある程度のレベルまでは精通していた　　　　3.精通していたとはいえない　　　　4.全く経験も知識もなかった）
Q6　工期関連
Q6.1　工期基準の有無

Q6.1.1　プロジェクト工期を計画する際に、ベースとした社内基準値はありましたか？下記より選択ください。

1.　　Yes　　　　　　　　2.　No




Q6.1.2　 Q6.1.1の回答がYesの場合の質問です。Noの場合は次の設問にお進みください。
　基準値の値と、その単位を（　　　　　　　　　　　　　　）に記入ください。

基準値（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　単位（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q6.2　計画工期の評価

プロジェクトで計画した工期を評価し、下記より選択ください。

1.　厳しすぎた　　　　　　　　2.　適当だった　　　　　　3.甘すぎた




Q6.3　工期差異分析

計画工期に対して実績工期が遅延していた場合の質問です。遅延していない場合は次の設問にお進みください。

Q6.3.1　工期遅延理由
　工期遅延の理由と思われるものを選択ください。（複数選択可）

　1.システム化目的不適当　2.ＲＦＰ内容不適当　3.要件仕様の決定遅れ　4.要件分析作業不十分　5.開発規模の増大　6.自社内メンバーの選択不適当　7.発注会社選択ミス　

8.構築チーム能力不足 9.テスト計画不十分　10.受入検査不十分　11.総合テストの不足　12.プロジェクトマネージャーの管理不足　13.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q6.3.2　工期遅延責任
　工期遅延の責任の所在と思われるものを選択ください。

1.責任は要件決定者側にある　　　2.責任は開発者側にある　　　3.責任は両者にある　　　4.いえない・分からない

Q6.4　工期の満足度注
ソフトウェア開発の工期に対する満足度について選択ください。理由についても記入ください。

1.　満足　　　　2.　やや不満　　　　3.　不満
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　例: 満足（納期前に完了した）

Q7　品質関連

Q7.1　品質目標提示の有無
Q7.1.1　プロジェクト品質を計画する際に、開発者に対して品質の目標となる基準値を提示しましたか？下記より選択ください。

1.　　Yes　　　　　　　　2.　No





Q7.1.2　 Q7.1.1の回答がYesの場合の質問です。Noの場合は次の設問にお進みください。
　提示した目標値の値と、その単位を（　　　　　　　　　　　　　　）に記入ください。

基準値（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　単位（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q7.2　計画品質の評価

Q7.2.1　プロジェクトで計画した品質水準を評価し、下記より選択ください。

1.　厳しすぎた　　　　　　　　2.　適当だった　　　　　　3.甘すぎた
Q7.2.2　プロジェクトに求められる品質水準は、「情報システムの信頼性向上に関するガイドライン」注1で定義された段階分類に当てはめるとどうなりますか？下記より選択ください。

1.　重要インフラ等システム　　　　　2.　企業基幹システム　　　　　　3.その他のシステム
　注1：平成１８年６月１５日経済産業省「情報システムの信頼性向上に関するガイドライン」Ⅰ総論　4.情報システムの分類による。（下記参照）
　　　　　１．重要インフラ等システム：他に代替する事が著しく困難なサービスを提供する事業が形成する国民生活・社会経済活動の基盤であり、その機能が低下または利用不可能な状態に陥った場合に、
　　　　　　　わが国の国民生活・社会経済活動に多大の影響を及ぼす恐れが生じるもの、人命に影響を及ぼすもの及びそれに準ずるもの。

　　　　　２．企業基幹システム：企業活動の基盤であり、その機能が低下または利用不可能な態に陥った場合に、当該企業活動に多大の影響を及ぼすおそれが生じるとともに、相当程度の外部利用者にも影響
　　　　　　　を及ぼすもの。
　　　　　３．その他のシステム：重要インフラ等システム及び企業基幹システﾑ未満の水準のもの。
Q7.3　品質差異分析

計画品質に対して実績品質が劣化していた場合の質問です。劣化していない場合は次の設問にお進みください。

Q7.3.1　品質不良理由
　品質不良の理由と思われるものを選択ください。（複数選択可）

　1.工期不足  2. ＲＦＰ定義不十分　3.設計不十分　 4.　レビュー不足 5.開発規模の増大　 6.自社内メンバーの選択不適当 　7.発注会社選択ミス　

8.構築チーム能力不足 9 .テスト計画不十分　10.受入検査不十分　11.総合テストの不足　12.プロジェクトマネージャーの管理不足　13.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q7.3.2　品質不良責任
　品質不良の責任の所在と思われるものを選択ください。

1.責任は要件決定者側にある　　　2.責任は開発者側にある　　　3.責任は両者にある　　　4.いえない・分からない

Q7.4　品質・正確性の満足度注2
ソフトウェアの品質に対する満足度について選択ください。理由についても記入ください。

1.　満足　　　　2.　やや不満　　　　3.　不満



　　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　例:不満（納入時のバグが多すぎる）
Q8　コスト・生産性関連
Q8.1　生産性基準
プロジェクト生産性の基準値、単位、および工程別単価（万円／人月）の基準値を下表にフェーズ別注にご記入ください。

	
	生産性の基準値
	生産性の単位
	工程別単価の基準値

	要件定義
	
	
	万円／人月

	設計
	
	
	万円／人月

	実装
	
	
	万円／人月

	テスト
	
	
	万円／人月

	トータル
	
	
	万円／人月


注：各フェーズの内容に関しては、別紙表１を参照ください。
Q8.2　計画生産性の評価

プロジェクトで計画した生産性を評価し、下記より選択ください。

1.　厳しすぎた　　　　　　　　2.　適当だった　　　　　　3.甘すぎた



Q8.3　コスト差異分析

計画工数・コストに対して実績工数・コストが増大していた場合の質問です。増大していない場合は次の設問にお進みください。

Q8.3.1　工数・コスト増大理由
　工数・コスト増大の理由と思われるものを選択ください。（複数選択可）

　1.システム化目的不適当　2.ＲＦＰ内容不適当　3.要件仕様の決定遅れ　4.要件分析作業不十分　5.開発規模の増大　6.自社内メンバーの選択不適当　7.発注会社選択ミス　

8.構築チーム能力不足 9.品質不良によるテスト工数の増大　10.プロジェクトマネージャーの管理不足　.11.移行準備不十分 12.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q8.3.2　工数・コスト増大責任
　工数・コスト増大の責任の所在と思われるものを選択ください。

1.責任は要件決定者側にある　　　2.責任は開発者側にある　　　3.責任は両者にある　　　4.いえない・分からない

Q8.4　規模差異分析
開発規模の増大が見られる場合の質問です。該当していない場合は次の設問にお進みください。

Q8.4.1　規模増大理由
　規模増大の理由と思われるものを選択ください。（複数選択可）

　1. 見積要求仕様書の不十分さにもとづく仕様増加　   2. 発注時の仕様詳細検討不足　   3. 検討時の仕様増加     4. 発注時と運用開始時期の環境の変化による増加　

　5. 見積基準の差　 6. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

Q8.4.2　規模増大責任
　規模増大の責任の所在と思われるものを選択ください。

1.責任は要件決定者側にある　　　2.責任は開発者側にある　　　3.責任は両者にある　　　4.いえない・分からない
Q8.5　開発コストの満足度注
ソフトウェアの開発コストに対する満足度について選択ください。理由についても記入ください。

1.　満足　　　　2.　やや不満　　　　3.　不満
　　　　　　　　　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　例:不満（機能に対して割高）

Q9　プロジェクト全体の満足度注
Q9.1　プロジェクト全体
プロジェクト全体の満足度について選択ください。

1.　満足　　　　2.　やや不満　　　　3.　不満　　




　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　例:やや不満（当初の目的は達成したが、ビジネス環境が代わり使いにくくなった）

Q9.2　開発マナー

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ担当者の開発マナーに対する満足度について選択ください。理由についても記入ください。

1.　満足　　　　2.　やや不満　　　　3.　不満



　　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　例: やや不満（開発関係者間のコミュニケーションの不足）／満足（適切な情報提供があった）

Q9.3　ソフトウェアの機能
ソフトウェアの機能に対する満足度について選択ください。理由についても記入ください。

1.　満足　　　　2.　やや不満　　　　3.　不満


　　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　例:不満（当初の目標を達成するための機能が不足していた）

Q9.4　ユーザビリティ（使用容易性）
ソフトウェアのユーザビリティに対する満足度について選択ください。理由についても記入ください。

1.　満足　　　　2.　やや不満　　　　3.　不満


　　その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　例: 不満（使用法が難しすぎる）／不満（何度も同じことを入力する必要がある）
Q10　前年度のデータ提出との関係
今回ご記入いただいたデータは、前年度の本調査でご提出いただいたプロジェクトデータの再提出でしょうか。以下の選択肢をご選択ください。
1. はい　前年度提出したデータを改めて今回提出いたします。

2. いいえ　今回のデータは本年初めて提出いたします。

別紙表１：調査票でのフェーズの呼称とSLCPとの対応表

	調査票での呼称
	SLCPプロセス/アクティビティ
	SLCPの定義

	要件定義


	システム計画の立案

システム要求分析

ソフトウェア要求分析
	企画者は、システム計画の基本要件の確認を行い、実現可能性の検討、スケジュール作成、システム選定方針の策定、プロジェクト推進体制の策定、システム移行やシステム運用・保守に対する基本方針の明確化、環境整備・教育訓練・品質に対する基本方針の明確化を行い、計画を作成・承認を受ける。

開発者は、品質特性仕様を含めて、ソフトウェア要求事項を確立し文書化する。また、設定した基準を考慮して、ソフトウェアの要求事項を評価し文書化。さらに、共同レビューを行い、要求事項に関する基準線を確立する。

	設計
	システム方式設計

ソフトウェア方式設計


	開発者は、ソフトウェア品目に対する要求事項をソフトウェア方式に変換する。最上位レベルのソフトウェア構造、コンポーネント、データベースの最上位レベルでの設計、利用者文書の暫定版の作成、ソフトウェア結合のための暫定的なテスト要求事項及び予定等を明らかにする。また、共同レビューを実施する。

	実装
	ソフトウェア詳細設計

ソフトウェアコード作成及びテスト
	開発者は、ソフトウェア品目の各ソフトウェアコンポーネントに対して詳細設計を行う。ソフトウェアコンポーネントは、コーディング、コンパイル及びテストを実施するユニットレベルに詳細化する。また、インターフェイス、データベースの詳細設計、必要に応じて利用者文書を更新、ユニットテストのためのテスト要求事項及び予定を定義する。共同レビューを実施する。
開発者は、ソフトウェアユニット及びデータベースを開発する。また、それらのためのテスト手順及びデータを設定する。さらに、テストを実施し、要求事項を満足することを確認する。これらに基づいて、必要に応じて利用者文書等の更新を行う。

	ベンダー内テスト
	ソフトウェア結合

システム結合

ソフトウェア適格性確認テスト

システム適格性確認テスト
	開発者は、ソフトウェアユニット及びソフトウェアコンポーネントを結合して、ソフトウェア品目にするための計画を作成し、ソフトウェア品目を完成させる。また、結合及びテストを行う。必要に応じて利用者文書等の更新を行う。共同レビューを実施する。

開発者は、ソフトウェア品目の適格性確認要求事項に従って、適格性確認テストを行う。必要に応じて利用者文書等の更新を行う。また、監査を実施する。

	ユーザ確認テスト
	ソフトウェア導入支援

ソフトウェア受け入れ支援
	開発者は、契約の中で指定された実環境にソフトウェア製品を導入するための計画を作成し、導入する。

開発者は、取得者によるソフトウェア製品の受け入れレビュー及びテストを支援する。また、契約で指定するとおりに、取得者に対し初期の継続的な教育訓練及び支援を提供する。

	フォロー

（運用）
	運用プロセス
	ソフトウェア製品の運用及び利用者に対する運用支援を行う。運用者は、このプロセスを管理するために具体化した管理プロセスに従って、運用プロセスの基盤となる環境を確立する、など。


（備考１）SLCPの定義は、規格のアクティビティを要約したものである。なお、ほぼすべてのアクティビティに対して文書化を義務付けている。

（備考２）「SLCPプロセス/アクティビティ」において「運用プロセス」以外は、すべてアクティビティに対応している。

注３：ファイルの照合、データの集計、DBからのデータ抽出、他システムとの連携など、バッチ処理として行う数をカウントしてください。バッチ的にキックするストアドプロシージャやＣＧＩ(Common Gateway Interface)もこれに含めてください。�





注：ERPパッケージなどカスタマイズ等して使うものを指し、ツール的に使用する�　　通信パッケージ（HULFT等)等は該当しません。





Q2.3　がYesの場合パッケージ費用関連の内訳を、プロジェクト合計外注コスト計画値(※1)、プロジェクト合計外注コスト実績値( (※2)の内数として、下表(表2-2)以下の記入ください。





注１：各フェーズの内容に関しては、別紙表１を参照ください。


注２：要件決定者が参加したレビューの事で、内部レビューは含みません。


注３：不具合（大）＝システムにとって致命的で緊急対応を要する障害�　　　不具合(中)＝システムにとって致命的ではないが緊急対応を要する障害（大でも小でもない障害）�　　　不具合（小）＝軽微で緊急対応の必要がない程度の障害








注3：要件決定者のソフトウェア経験度　�　　　（1:十分に経験　　　2:概ね経験　　　　　3:経験が不十分　　　4:未経験）を選択ください。


注4：要件決定者の関与度（プロジェクト全体、フェーズ別）　　�　　　（1.十分に関与　　　2:概ね関与　　　　　3:関与が不十分　　　　4:全く関与していない）を選択ください。


注5：要件決定者の要求仕様の明確さ　�　　　（1:非常に明確　　　2:かなり明確　　　　　3:ややあいまい　　　　　4:非常にあいまい）を選択ください。


注6：要件決定者の要求仕様の変更発生　�　　　（1:変更なし　　　　 2:軽微な変更が発生　　3.大きな変更が発生　　　　4.重大な変更が発生）を選択ください。


注7：工期／工数�　　　プロジェクト合計工期は「時期（FROM/TO）」、「工期」のいずれか管理しているほうで記入ください。工程の途中で中断があった場合には両方を記入ください。�　　　フェーズ別詳細工期がわからない場合はプロジェクト合計工期のみ記述してください。その場合で要件定義フェーズを実施しなかったプロジェクトについては、�　　　フェーズ別詳細工期の要件定義欄に０（ｾﾞﾛ）と記入ください。�　　　工期は月数、工数は人月で共に小数点第一位まで記入ください。


注8：開発工数／管理工数／その他実績工数�　　　開発工数は開発ＳＥ／ＰＧや開発チーム内の業務設計者等の工数を記入ください。工数には、システム開発に関連する全ての作業の工数を記入ください。�　　　（関連システムへの対応、移行作業、インフラ設計・構築作業等も含みます。／発注側の工数だけでなく、外注の工数も含みます。）�　　　管理工数は基本ソフト等技術サポート要員、ホスト・サーバ周辺システムオペレータ等の技術スタッフの工数および労務管理スタッフ、進捗管理スタッフ等の事務スタッフの工数を記入ください。�　　　フェーズ別に分解されている場合はフェーズ別欄に、フェーズ別に分解できない工数はフェーズ共通欄に記入ください�　　　上記のいずれにも入らない工数はその他実績工数欄に記入ください。


注9：予算は、ソフトウェア開発に係わる発注側の人件費・外注費、業務パッケージのコストを回答ください。（自社内のハードウェア、ネットワーク等の費用および環境構築費用は除く）





注2　原則として、発注側のプロジェクト責任者から見た満足度を意味します。





注　原則として、発注側のプロジェクト責任者から見た満足度を意味します。





表４．PMの保有するスキル





表3．信頼度概要





注1：画面数は実行される機能単位でカウントしてください。例えば、ひとつの画面で「更新画面」「検索画面」の２機能がボタンで選択できる場合、２画面としてとらえてください。





注　原則として、発注側のプロジェクト責任者から見た満足度を意味します。





注：今までその企業に存在しない、新しいシステムを開発する場合を新規開発


既存システムが存在し、そのドキュメント、プログラムの一部を、修正、追加し開発する場合を再開発、改修と呼びます。





表2-1．体制・工期・工数・コスト





注１：各フェーズの内容に関しては、別紙表１（調査票でのフェーズの呼称とSLCPとの対応表）を参照ください。


注2：開発体制（外注化したか、社内開発か。および外注に出した場合は、その契約形態）を以下から選択ください。（複数選択可）�　　（1.　委任契約　　2.　請負契約　　3.　自社開発）








注2：ハードコピーの機能で出力するものは帳票にはカウントしないでください。





注　原則として、発注側のプロジェクト責任者から見た満足度を意味します。








表2-2．パッケージ予算内訳
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